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重
ね
た
百
年
を
温
ね
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並
の
「
華
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発
掘
し
よ
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杉
並
の
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星
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ろ
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ら
の
足
で
立
ち�

共
に
生
き
る
「
心
」
を�

「
健
」
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杉
並
へ�

新
し
い
杉
並
の
百
年
を
拓
こ
う�

妙
正
寺
公
園�

　
池
や
広
場
が
き
れ
い
で
自
然
も
豊
か
な
と
こ

ろ
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と

安
心
し
て
遊
べ
て
、
お
弁
当
が
食
べ
ら
れ
る
ベ

ン
チ
が
あ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。�

星
野
友
美
さ
ん
・
光
輝
ち
ゃ
ん�

　
み
な
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
区
政
運
営
に
何

か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

　
さ
て
、
今
年
は
西
暦
で
い
う

と
２
０
０
０
年
。
２０
世
紀
最

後
の
年
で
、
来
年
は
新
た
な
世

紀
が
始
ま
り
ま
す
。
一
年
の
最

後
の
日
は
大
み
そ
か
で
す
か

ら
、
今
年
は
『
２０
世
紀
の
大

み
そ
か
の
年
』
と
も
言
え
ま

す
。�

　
そ
う
考
え
ま
す
と
、
今
年
は

２０
世
紀
の
『
大
掃
除
』
な
ら

ぬ
『
大
改
革
』
を
行
い
、
２１

世
紀
の
『
一
年
の
計
』
な
ら
ぬ

杉
並
区
の
『
百
年
の
計
』
を
考

え
る
一
年
に
し
た
い
も
の
で

す
。
言
い
か
え
ま
す
と
、
「
温

故
知
新
の
年
」
、
つ
ま
り
杉
並

の
重
ね
た
百
年
を
温
ね
、
杉
並

の
新
た
な
百
年
を
拓
く
年
と
し

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。�

　
そ
の
た
め
、
今
年
大
切
に
し

て
ゆ
き
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
「
華
」
と
「
星
」
と

「
心
」
と
「
健
」
と
い
う
四
つ

の
Ｈ
（
す
べ
て
ハ
行
の
こ
と

ば
）
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま

す
。�

���

　
昨
年
９
月
、
杉
並
区
の
友
好

協
定
都
市
で
あ
る
北
海
道
風
連

町
の
「
町
制
百
年
式
典
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
町

民
の
自
作
自
演
に
よ
る
「
風
連

の
百
年
」
を
ふ
り
返
っ
た
演
劇

は
、
感
動
的
で
し
た
。
町
民
全

体
で
資
料
や
証
言
を
集
め
て
創

作
し
、
演
じ
ら
れ
た
舞
台
そ
の

も
の
に
、
今
日
の
私
た
ち
が
忘

れ
て
し
ま
っ
た
北
海
道
の
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
（
開
拓
者
）
魂
」

が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
た
の
で

す
。�

　
一
方
、
日
本
の
高
校
生
が
タ

イ
の
山
岳
民
族
の
若
者
と
交
流

し
、
「
民
族
の
誇
り
」
に
つ
い

て
語
り
合
っ
た
時
、
タ
イ
の
若

者
が
堂
々
と
自
分
た
ち
の
民
族

の
良
さ
、
特
徴
、
誇
り
を
次
々

に
あ
げ
て
ゆ
く
の
に
、
日
本
の

若
者
は
ほ
と
ん
ど
黙
ま
り
だ
っ

た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

自
分
の
国
や
地
域
に
誇
り
が
も

て
な
い
と
し
た
ら
、
人
間
と
し

て
の
自
分
の
生
き
方
に
も
誇
り

が
も
て
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。�

　
も
し
、
「
杉
並
の
自
慢

は
？
」
と
た
ず
ね
ら
れ
た
ら
、

何
と
答
え
ま
す
か
。
二
つ
の
川

の
源
流
を
も
つ
豊
か
な
自
然
、

豊
富
な
文
化
的
遺
産
や
文
化

人
、
様
々
な
先
駆
的
な
住
民
運

動
の
歴
史
な
ど
、
自
慢
で
き
る

も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で

す
。�

　
今
年
は
「
百
年
を
温
ね
る

年
」
。
不
景
気
だ
、
不
安
だ
、

と
言
っ
て
い
な
い
で
、
足
元
を

捜
す
と
き
っ
と
未
来
の
発
展
の

種
が
見
つ
か
り
ま
す
。
杉
並
の

魅
力
、
杉
並
の
「
華
」
を
再
評

価
、
再
発
見
、
再
創
造
し
て
ゆ

き
ま
し
ょ
う
。�

���

　
か
つ
て
航
海
中
、
船
は
北
極

星
に
よ
っ
て
、
自
分
の
位
置
を

知
り
ま
し
た
。
「
星
」
は
い
つ

も
人
間
に
、
歩
む
べ
き
道
筋
を

示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

今
日
の
よ
う
に
不
安
定
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
に
は
夢

や
理
想
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う

「
星
」
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。�

　
今
年
は
、
杉
並
区
の
新
た
な

基
本
構
想
と
な
る
「
２１
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
の
年
で
す
。

今
審
議
会
を
中
心
に
、
区
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
も
メ
ー
ル
や
ア

ン
ケ
ー
ト
、
対
話
集
会
な
ど
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
、
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。�

　
「
百
年
を
温
ね
、
百
年
を
拓

く
」
年
と
し
て
、
豊
富
な
「
杉

並
自
慢
」
を
発
掘
し
、
そ
れ
を

材
料
に
、
「
本
来
ど
う
あ
る
べ

き
か
」
と
い
う
視
点
を
大
切
に

し
て
、
新
た
な
杉
並
の
理
想
、

２１
世
紀
の
杉
並
の
「
星
」
を

み
な
さ
ん
と
創
り
た
い
と
思
い

ま
す
。�

���

　
今
年
、
区
の
財
政
は
最
大
の

ピ
ン
チ
を
迎
え
ま
す
。
約
一
三

〇
〇
億
円
の
予
算
の
う
ち
、
一

〇
〇
億
円
以
上
が
不
足
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

『
世
紀
の
大
み
そ
か
』
で
あ
る

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
区
の
事

業
を
聖
域
な
く
見
直
し
、
給
与

の
削
減
や
外
か
く
団
体
の
統
廃

合
な
ど
『
改
革
』
に
着
手
し
、

「
入
る
を
計
っ
て
出
ず
る
を
制

す
」
本
来
の
経
営
の
姿
に
近
づ

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
予
算
を
削
減
す
る

こ
と
自
体
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
厳
し
い
時
だ
か
ら

こ
そ
、
区
民
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
、
「
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
や
れ
る
だ
け
の
こ

と
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う

「
心
」
、
創
意
工
夫
し
て
自
ら

の
力
で
困
難
を
乗
り
切
る

「
心
」
、
そ
し
て
、
本
当
に
困

っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
の
べ

る
「
心
」
を
培
っ
て
ゆ
き
た
い

の
で
す
。�

　
昨
年
、
西
宮
中
学
校
で
の
ト

イ
レ
掃
除
に
参
加
し
た
際
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
か
ら
、
学
校
に
冷
水

器
を
備
え
る
た
め
に
、
ベ
ル
マ

ー
ク
を
集
め
て
い
る
苦
労
話
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
「
仮

に
、
今
日
の
よ
う
に
子
ど
も
や

先
生
や
親
が
一
体
と
な
っ
て
、

毎
週
ト
イ
レ
掃
除
に
と
り
く
め

ば
、
業
務
委
託
料
約
五
四
万
円

は
節
約
で
き
ま
す
。
例
え
ば
そ

の
半
額
を
区
に
も
ど
し
て
も
ら

え
ば
、
残
り
で
冷
水
器
が
買
え

る
の
で
は
？
」
と
提
案
し
ま
し

た
。�

　
行
革
は
苦
し
い
面
も
あ
り
ま

す
が
、
私
た
ち
が
自
ら
の
足
で

立
ち
、
共
に
生
き
る
「
心
」
を

と
り
も
ど
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

り
ま
す
。�

���

　
こ
の
４
月
１
日
か
ら
、
歴
史

的
に
見
て
、
新
し
い
杉
並
区
に

変
わ
り
ま
す
。
ま
ず
、
地
方
分

権
法
や
都
区
制
度
の
改
革
に
よ

り
、
「
区
」
が
「
市
」
な
み
の

権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
都
か
ら
移
さ
れ
る
最
大
の

も
の
は
、
清
掃
事
業
で
す
。
次

に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
が
、
こ
れ
も
各
区
市
町

村
の
特
色
が
で
て
き
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
仕
事
を
、
円
滑
に

き
っ
ち
り
と
取
り
組
み
、
み
な

さ
ん
の
期
待
や
不
安
に
し
っ
か

り
と
応
え
て
ゆ
け
る
区
政
経
営

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

当
然
で
す
。
そ
の
上
で
私
は
、

こ
の
機
会
に
、
な
る
べ
く
介
護

の
お
世
話
に
な
ら
ず
に
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
「
生
涯
現
役
」
社

会
づ
く
り
に
向
け
て
の
プ
ラ
ン

や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
生
ご
み

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し

て
、
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
」
社
会
を
つ

く
る
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
井
草
森
公
園
周
辺
の

環
境
や
健
康
問
題
も
、
来
世
紀

ま
で
引
き
ず
る
わ
け
に
は
ゆ
き

ま
せ
ん
。�

　
介
護
や
環
境
の
諸
課
題
へ
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
「
健
康

都
市
・
杉
並
」
、
「
健
」
な
杉

並
へ
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、
「
公
開
」

「
対
話
」
「
参
加
」
の
区
政
経

営
を
心
が
け
て
ゆ
き
ま
す
。�

　
本
年
も
、
み
な
さ
ま
に
と
り

よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。�

善
福
寺
公
園�

　
休
み
の
日
は
子
ど
も
た
ち
と
こ
こ
で
過
ご
す

ん
で
す
。
最
近
杉
並
に
越
し
て
き
ま
し
た
が
、

水
辺
に
親
し
め
る
公
園
が
近
く
に
あ
る
っ
て
い

い
で
す
ね
。�
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古紙配合率50％再生紙を使用しています�



　今の善福寺川は桜の名所でとてもきれいな所ですが、昔は一面の田んぼで、水を引くた
めに川は細かく枝分かれしていました。あのころは毎日のように川で泳いだり、釣りをし
たり、ウナギやタナゴもよく捕れました。少し上流に水門があり、そこは腹くらいまでの
深さで、泳ぐのにちょうどいいところでした。ほかはもう少し浅くて、流れは緩やかだっ
たので川遊びができました。大雨が降ると、田んぼと道の境がわからなくなるほど川があ
ふれたものですが、今はそんなこともなくなりましたね。当時は生活と密着していた善福
寺川ですが、公園になった今は、花見に行くところです。川の水も、ひところに比べてき
れいになりました。これからもきれいな川でいてほしいですね。�

　善福寺川の川辺で豆腐屋を始めて30年以上になります。�
冬の朝は、店を開けると目の前の川で寒そうにしている鳥たちにパンく
ずをやるのが楽しみです。カモやらシラサギやら、自分の庭に来たみた
いでうれしくてね。今は特にえさのない季節だし、人と同じに動物だっ
ておなかがすけばつらいでしょう。お休みの日？。決まった休みの日な
んてないから、結局毎朝になるときもあります（笑）。�
　夏は夏で水の流れが涼しいし、川のそばもいいですよ。�

善福寺川の思い出　武井甫進さん（成田西４丁目）�
�

川の鳥たちと過ごすひととき　阿部幸子さん（西荻北１丁目）�

　春日橋から緑地まで、善福寺川に沿った道は、本当にすてきな散歩道です。春は川を
覆う桜が美しいし、四季を映す川だと感じます。この地区の景観を考える会での活動を
してきて思いますが、大田黒公園や善福寺川といった水辺もまちなみを生かしているの
は間違いありません。川沿いの家の方が大切にしている木の一本一本を含めて、杉並区
民皆の大切な遺産である風景を、次の世代の子どもたちに伝えて行きたいと思います。�

　須賀神社（成田東5ー29ー3）の弁天様の西側、正精寮が建ってい
る所は、私たちが子どもだった昭和20年代ごろまで、今の3倍以上も
ある大きな池でした。南側の棟がある辺り一帯、寮の西の壁際まであ
ったんじゃないかな。きれいな水にコイが泳いでいてね。周りにはド
ングリや杉の木が茂っていました。善福寺川から引かれた用水が、そ
の池を通って須賀神社の前の道沿いに流れていたのです。今の弁天様
の前にある石橋と溝は、その名残ですよ。この用水でタナゴなどいろ
んな魚が捕れました。今では想像もつかないことでしょうけどね。�
※施設管理上の理由から、池は現在公開されていません。�

守り伝えたい杉並の遺産　鈴木延子さん（荻窪４丁目）�

失われた水辺ー須賀神社の弁天池�
長久保和夫さん（成田西4丁目）、成沢俊一さん（成田東5丁目）�

水
辺
に
は
�

人
に
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し
い
�

風
が
吹
く
�

�花
、
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、
動
物
、
�

さ
か
な
た
ち
�

み
ん
な
一
緒
に
�

生
き
て
い
る
�

�好
奇
心
に
輝
い
た
�

子
ど
も
の
瞳
に
�

残
し
た
い
�

そ
う
、
水
と
緑
は
�

宝
も
の
�

�水
辺
に
は
�

人
の
優
し
い
�

笑
顔
が
あ
る
�



ハガキ記入例�
（1人1枚）�

●往復ハガキには返信用
　のあて先も記入を�
●あて先は各記事の申込
　先�
●託児(3歳～就学前)の
　ある行事は、託児希望
　の有無、お子さんの氏
　名・年齢・性別も記入�

　
【
日
時
】
１
月
２９
日
　
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
【
会

場
】
永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
【
出
演
】
オ
ー
ル
・
オ

ブ
・
ミ
ー
・
ク
ラ
ブ
【
定
員
】

一
二
〇
名
【
入
場
料
】
一
〇
〇

円�　
申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
・
二
名
ま
で
連

記
可
）
で
、
１
月
２０
日
（
必

着
）
ま
で
に
永
福
和
泉
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
（
〒
１６８
‐
０
０
６

３
和
泉
３
―
８
―
１８

）
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。�

　
問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
　
５
３
０
０
‐
９
４
１
１

へ
。�

��

　
児
童
・
生
徒
の
日
ご
ろ
の
学

習
成
果
を
展
示
し
ま
す
。�

　
【
日
時
】
１
月
１６
日
　
、

１７
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
１７
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―
２２
―
３２
）
【
内
容
】

書
道
、
木
工
、
陶
芸
、
美
術
作

品
の
展
示
と
販
売�

　
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
馬
橋
小
学

校
仲
よ
し
学
級
　
３
３
３
０
‐

１
６
２
６
へ
。�

������������
　
明
る
く
パ
ワ
フ
ル
な
話
で
定

評
の
あ
る
評
論
家
・
小
沢
遼
子

さ
ん
に
、
元
気
が
出
る
ト
ー
ク

を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
【
日
時
】
２
月
１９
日
　
午

後
２
時
３０
分
〜
４
時
【
会
場
】

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

２２
―
３２
）
【
定
員
】
八
〇
名

【
入
場
料
】
無
料�

　
申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
で
、
２
月

１０
日
（
必
着
）
ま
で
に
高
円

寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
〒

１６６
‐
０
０
１
１
梅
里
１
―
２２

―
３２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。�

　
問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
　
３
３
１
７
‐
６
６
１
１

へ
。�

�

　
児
童
館
で
の
障
害
児
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
入

門
講
座
で
す
。�

　
【
日
時
】
１
月
２２
日
　
午

前
１０
時
〜
正
午
【
会
場
】
上

荻
児
童
館
（
上
荻
１
―
２０
―

１３
）
【
内
容
】
心
身
に
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
、
音
楽

あ
そ
び
な
ど
を
通
し
て
交
流
を

図
り
、
障
害
児
の
援
助
を
体
験

す
る
【
講
師
】
媚
山
美
緒
さ
ん

【
定
員
】
二
〇
名
程
度
【
参
加

費
】
無
料�

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
１
月
５
日
か
ら
電
話
で
児

童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　
３
３
９

３
‐
４
７
６
０
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。�

　平成12年新年号ではすぎなみの水辺にス
ポットをあててみました。区内には本紙で
紹介したほかにもたくさんの美しい水辺が
あります。かつては農業の重要な役割を担い、
時には水害をもたらした河川も今は大切な
憩いの場となりました。皆様から寄せられ
た水辺へのさまざまな想いが、この紙面を
とおして次の世代に少しでも伝えられれば
幸いです。紙面の都合でご紹介できなかっ
た皆様を始め、貴重なひとときを本紙取材
にご協力いただきましてありがとうござい
ました　さて昭和26年に第1号の広報紙を
発行してから次号で1500号を迎えます。
今後も読みやすい紙面と内容でより親しま
れる「広報すぎなみ」をめざします。（編）�

　善福寺公園下池、ハスの咲くころ(5月)�

　川面に光る水草(神田川みどり橋付近)�

　川を渡る風に揺れて…(神田川護岸に咲

くコスモス)�

　懐かしい土の香りのする道(玉川上水岩

通橋～NHKグランド間)�

　るり色の訪問者(善福寺公園下池のカワ

セミ・3月)�

　善福寺川のはじまるところ(遅野井の滝)�

　川面に散る桜(善福寺川、御供米橋付近)�

　はだしでチャプチャプ(馬橋公園)�

　黄菖蒲の咲く神田川(高砂橋付近・5月)�

　秋色のじゅうたんは陽をいっぱいに集めて

…(善福寺公園下池・11月)�

　上水沿いの小路～落葉を踏んで…(玉川

上水岩通橋付近)�

　桜の咲くころ(和田堀公園)�

　春の日ざしいっぱいの妙正寺池(5月)�

　自然観察で川沿いを歩く子どもたち(神田川)�

　夕闇のユーカリ(神田川)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆�

�

　
今
年
の
「
成
人
祝
賀
の
つ
ど

い
」
は
、
１
月
１０
日
、
成
人

の
日
に
開
催
し
ま
す
。
西
暦
２

０
０
０
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
、
参
加
し
て
楽
し
め
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
用
意
し

て
い
ま
す
。
友
だ
ち
と
一
緒

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

　
【
日
時
】
１
月
１０
日
　
▽

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
３０
分

開
場
▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

開
場
【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―
２３
―
１５
）
【
対

象
】
昭
和
５４
年
４
月
２
日
〜

昭
和
５５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
区
民
【
定
員
】
各
回
一
一
〇

〇
名
（
先
着
順
）�

※
該
当
す
る
方
に
は
昨
年
１２

月
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま

し
た
。
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
は
、
女
性
・
青
少
年

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。�

2000年記念�
成人祝賀のつどい�

し
　
し�

ば
や
し�

　
国
民
年
金
は
、
い
ろ
い
ろ
な

世
代
の
国
民
が
、
お
互
い
に
協

力
し
助
け
合
う
相
互
扶
助
の
制

度
で
、
２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な

る
ま
で
加
入
義
務
が
あ
り
ま

す
。�

　
加
入
が
遅
れ
て
保
険
料
を
納

め
ず
に
い
る
と
、
老
後
の
年
金

額
が
減
っ
た
り
、
万
一
事
故
で

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、
障
害

年
金
を
受
給
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
未
加
入
の
方
は
す

ぐ
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。�

　
お
支
払
い
が
困
難
な
方
は
、

免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
勤
務
先
で
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
加
入
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年
金

課
へ
。�

　
新
年
を
祝
っ
て
、
お
め
で
た

い
獅
子
舞
を
郷
土
博
物
館
（
大

宮
１
―
２０
―
８
）
の
古
民
家

で
行
い
ま
す
。�

　
大
宮
前
囃
子
は
、
宮
前
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
、

区
の
登
録
文
化
財
で
す
。�

　
【
日
時
】
１
月
９
日
�
午

後
１
時
〜
、
２
時
〜
（
二
回
）

【
観
覧
料
】
一
般
一
〇
〇
円
、

小
・
中
学
生
五
〇
円�

　
希
望
者
は
、
直
接

会
場
へ
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
、

郷
土
博
物
館
　
３
３

１
７
‐
０
８
４
１

へ
。�

※
車
で
の
来
館
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。�

●
新
春
コ
ン
サ
ー
ト�

な
つ
か
し
の
名
曲
と�

ク
ー
ル
ジ
ャ
ズ
の�

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー�

杉
並
区
心
身
障
害
学
級
・�

　
　
養
護
学
校
連
合
展
示
会�

●
小
沢
遼
子
が
語
る�

　
女
性
の
人
生
、�

　
　
　
　
40
歳
か
ら
！�

障
害
の
あ
る�

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門�

国
民
年
金
は
20
歳
が
ス
タ
ー
ト
で
す�

新
春
吉
例
　
大
宮
前
囃
子�

かわも�

いわ�

やみ�

つう�

たかさご�しょうぶ�

お そ の い �

お く ま い �


